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2015年度海外選択制臨床実習報告書 
ベトナム国立小児病院心臓外科
内藤一樹
　 ４ / ６ ～ ５ / １ の １ ヶ月間，第一外科芳村教授のご紹介で，ベトナム国立小児病院で実習させて頂きました。
ベトナム国立小児病院は，１9６9年に設立し，約１000名のスタッフが働いています。小児科の中で内科，外科
分野など全ての分野を担っており，北部ベトナム中から患者さんが集まるそうです。20１５年 7 月に大規模な
Cardiac centerが完成するみたいですが，設備や人員の問題で実際に利用できるのはまだ先になるそうです。
心臓外科には１0名ほどの医師が在籍（うち 2 名がレジデント），年間６00例～700例ほど手術を行っており，
PDA，VSD，ASD，AVSD，TOF，完全大血管転位症，両大血管右室起始症，総動脈幹症などの手術を見
学できました。術後は ICU doctor が管理しているので，心臓外科の先生方は手術に集中できる環境でした。
　渡航前の準備として，英会話ではSkype英会話（週 2 回ほど）を ４ ヶ月ほど続け，小児心臓外科について
は一冊教科書を購入し，代表的な疾患や血行動態を学んでいきました。
　実習内容は主に手術見学でした。平日週 ５ 日手術日でしたので， 3 週間で見学できた30件のうち１５件で術
野に入り，特に鉤引き，吸引，縫合など教えて頂きました。また術後管理として回診，ガーゼ交換に同行し
ました。自分は観たいオペに好きなように入っていいと言われ，興味のある手術にある方へと 2 チームを行
き来していました。また土曜日は先生方の会議やミーティングに同行させて頂きました。一日のスケジュー
ルとしては 8 時集合で１５時まで １ 件目の手術見学，その後先生方と昼食を30分ほどでとり，１５時半から１9時
まで 2 件目の手術を見学しました。ほとんど毎日先生方と語りながら，一日の終わりに飲むコーラが美味し
かったのを覚えています。
　観光については先生方が休日に時間を割いてくださって，ハノイ市内や周辺の観光地を案内して頂きまし
た。また，実習 ４ 週目はベトナムのGWで病院が休みでしたので，個人的にベトナム中部のホイアンを観光
することができました。
　反省点としては英語力（日常会話，医学英語），知識不足（循環器全体，術後管理など），欲をいえばベト
ナム語でした。今回お世話して下さったお二人の先生方は英語が堪能でしたので，英語でもう少し意思疎通
ができたら良かったと思います。医学知識については術中の流れなども勉強しておけたら，手術について
もっと理解を深めることができたかなと思いました。
　自分は外科を志しておりますので，このように日本とは異なる環境で，手術の参加させて頂くというのは
大変貴重な経験になりました。手術の手洗いや道具の使い方など日本で教えて頂いたこととは，少し異なり
困惑しましたが，これが外科で海外臨床留学を行うことだと大変勉強になりました。ベトナムの心臓外科の
先生方は皆さんとても貪欲かつ熱心で，医療に対する姿勢は日本と全く同じだという印象でした。そして，
今でも先生方とメールで現状などやりとりをし，次に会うときは学生と先生ではなく，お互い外科医として
情報共有をしよう，ととても嬉しい言葉をいただきました。
　このような貴重な機会を与えてくださった芳村教授，Cong先生をはじめ，富山大学，国立小児病院の先
生方にこの場を借りて感謝申し上げます。
　本当にありがとうございました。
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